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新型コロナウイルス感染症病床数等整備目標の見直しについて 

令和２年７月 20日 

健康福祉総務課 
 
１ 趣旨 

新型コロナウイルス感染症の第２波を想定して，感染者を受け入れる入院病床数及び宿

泊療養の部屋数の整備目標について見直しを行った。 

 

２ 広島県のこれまでの状況（6月 18日時点） 

 

 
３ 見直しの基本方針 

第１波において，最も感染者発生率の高い都道府県（東京都を除く）と同程度の感染者が

発生しても対応できる体制を目標とする。 

 

４ 見直し後の整備目標 
 

 

 
フェーズ０…いつ感染者が発生しても対応できる通常期の体制 

フェーズ１…全国平均の感染者が発生し，なおかつ，４０人規模のクラスターが３日連続で発生しても，感染者

を受け入れることができる体制 

フェーズ２…全国で最も感染者発生率が高い都道府県（東京都を除く）と同程度の感染者が発生しても，感染

者を受け入れることができる体制 

 

整備目標の見直しに伴い，医療機器の整備予定数も変更する。 
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５ 整備目標の算出方法 

本県において，他県の感染者発生率と同じ発生率で感染者が増えた場合※１のピーク時の

感染者数を「入院」と「ホテル」で案分※２する。ホテルについては，積極的ＰＣＲ検査の陽性者

見込み数を加える。 

※1 入院日数は，本県の実績値 19.1日≒20日とする 

※2 案分率…本県の実績値から算出 「入院」…64.9％ 「ホテル」…35.1％ 

 

【人口１００万人あたりの感染者数の推移（5/31時点）】 

 

 

 

【シミュレーション ①】 

 

全国と同じ軌跡で感染者が増加し，かつ，クラスターが３日連続で発生した場合 

→ピーク時の感染者数は，３３２人 
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【シミュレーション ②】 

 

最も発生率が高い県と同じ軌跡で感染者が増加した場合 

→ピーク時の感染者数は，４７４人 

 

 
 

 

【必要病床数・部屋数】 

 

※ 積極的ＰＣＲ陽性者数…医療従事者（感染症指定医療機関，協力医療機関， 

帰国者・接触者外来等） 計14,292人×陽性率 2.2％＝314人 

          医療従事者は，平成 30年 7月 1日時点（病床機能報告） 

陽性率は本県におけるＰＣＲ検査の実績値（6/17時点） 

 

 

【整備目標】 

区　　　分

入院病床数 240 床 320 床

ホテル部屋数 450 室 500 室

フェーズ１ フェーズ２

 


